
令和８年度

茨城県自衛隊家族会

　総　会　資　料

期日：令和８年６月５日（金）

場所：ホテルレイクビュー水戸



 19:30 解　散

16：00～17：00 防衛講話
ホテル内
２階鳳凰の間

17：30～19：30 懇親会
ホテル内
２階紫峰の間

13：00～14：00 　受　付
ホテル内
２階鳳凰の間前

14：00～15：45 　総　会
ホテル内
２階鳳凰の間

司会進行：事務局長
細部は総会次第による。

総会時程（基準）

時　間 内　容 場　所 備　　考
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１　 開会の辞

２　 国歌斉唱

３　 会長挨拶

４　 来賓挨拶・紹介

５　 表彰状の授与

６　 祝電披露

７　 議長選出

８　 議事

　　⑴　報告第１号　令和７年度事業報告　

　　⑵　報告第２号　令和７年度収支決算報告　

　　⑶　議案第１号　令和８年度事業計画（案）　

　　⑷　議案第２号　令和８年度予算（案）　　

　　⑸　議案第３号　役員選任（案）について　

９　 県会長（本部）からの情報発信

１０ 質疑応答

１１ 閉会の辞

１２ 写真撮影

総　会　次　第
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議案第 1 号 

 

 令和 8 年度茨城県自衛隊家族会事業計画（案）について 
令和 8 年度茨城県自衛隊家族会事業計画を次の通りとします。 

   

令和 8 年 6 月 5 日 

茨城県自衛隊家族会 

会長  正代 初代 

 

令和８年度事業計画 
          

１ 業務運営方針  

  茨城県自衛隊家族会（以下、県家族会という。）は、「令和 8 年度自衛隊

家族会事業計画」に準拠し、「自らの国は自ら守る」という防衛意識の普

及・高揚を図るとともに、自衛隊の諸活動に対する協力を通じて、国民の

生命財産を守る自衛隊が誇りと自信を持って任務に邁進できる環境を作る

べく家族支援協力等の防衛基盤の確立・強化に寄与する。  

特に次の事項に留意する。  

（１）信条の理念に基づく活動の実践  

（２）家族支援協力、特に安否確認態勢の確立及び生活支援の検討  

（３）５０周年事業への協力  

  

２ 主要事業  

(１） 公益目的事業 

 公１「国民に対する防衛意識の普及・高揚事業」  

   ア 「防衛講演会」の実施 

   〇  県家族会の総会に引続き、一般公開での防衛講演会を実施する。  

イ 「おやばと」の発行及び拡販の推進 

〇 年度の目標購読率と３年後の目標購読率を設定し、県家族会 

の購読率１００％の達成を目指す。  

この際、会員以外の読者の拡大を推進する。   

ウ その他 
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〇 ホームページの充実及び電子メールを活用し、会の活動の活 

性化並びに会活動を幅広く国民に紹介する。  

〇  隊友会主催の防衛セミナー及び防衛関係諸団体実施のセミナ 

ー等に会員参加を推奨する。  

 

公２「自衛隊の諸活動に対する協力・激励事業」  

    自衛隊を支援するため、広報、募集、家族支援等の自衛隊の諸業務

に対する協力及び部隊・隊員の慰問・激励活動並びに殉職隊員への慰

霊を実施する。  

ア 自衛隊が行う家族支援に対する協力     

（ア） 協定に基づく家族支援協力 

〇 家族支援協力は、地域ごとの特性に応じて、実行可能な支援 

を当時の状況に応じて実施する。 

〇  引き続き新たな被支援対象の確認に努める。  

〇 部隊が実施する家族支援施策への協力及び家族会として家 

族支援協力要領、特に安否確認態勢を確立する。  

〇 増員される非常勤職員の募集に積極的に対応し、施策の活 

用、職員との連携を図る。  

〇 生活支援協力を検討する。  

〇 家族支援協力活動時の事故に備えたボランテイア保険を活 

用する。   

    （イ）その他の家族支援協力 

  会員及び隊員家族の悩み等を解消するため、本部の「問い合 

わせ窓口」を紹介する。 

イ 自衛隊が行う募集・広報活動に対する協力  

〇 一段と厳しさを増す募集環境を踏まえた積極的な募集協力活動  

「募集協力強調期間（７～１２月）」を設定、前半（７～９月） 

は地本と連携した組織的な募集情報提供等に協力し、後半（１０ 

～１２月）は採用試験合格者（内定者）の全員入隊を目指す地本 

の活動（いわゆる「つなぎ広報」）に協力する。  

〇「Defense World」を活用し、募集・広報に協力する。  
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ウ 自衛隊が行う広報に対する協力 

〇 イベント情報の提供や参加等各種機会を捉えて広報に協力す 

る。  

エ 隊員等に対する慰問・激励等  

   〇  慰問・激励への参加者の拡大及び活動状況を「おやばと」及 

びホームページで紹介し、自衛隊員への家族会活動の周知、理 

解促進に努める。  

〇 家族支援協力活動に関する訓練等への多くの本会会員の参加 

及び部隊を激励  

オ 殉職隊員の慰霊への協力  

（２） 国民運動への参加 

県家族会は、その目的に合致する国民運動等に積極的に参加する。  

  ア 北方領土返還要求運動への協力 

  〇  北方領土返還要求署名活動を引き続き協力  

      〇  北方領土返還要求全国大会等への参加  

イ 韓国により不法占拠されている竹島、尖閣諸島に対する領有権の 

主張、並びに関係諸団体が行う憲法改正を始めとする国の安全保 

障・防衛問題に関する本部の諸活動に協力する。  

（３） 会の充実を図る事業  

 〇  会の信条（根本理念と心構え）の自覚と自衛隊への各種支援活動に

おいて実践  

ア 基盤強化施策の推進     

〇 活動予算の安定確保等の検討  

イ 会勢の充実、特に女性会員の拡大   

 〇 現役隊員家族及び予備自衛官・即応予備自衛官家族の 

 加入推進     

ウ 各種手段及び機会を活用した広報  

〇 「家族会パンフレット」の活用。  

〇  ロゴマークの積極的使用  

〇  識別装着品の積極的活用  
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番号

1 おやばと購読料の納入

2 年会費及び運営支援金の納入 令和8年6月末日及び令和9年2月末日

3 ボランティア保険料の納入 令和8年10月末日

4 北方領土返還要求署名 令和8年9月末日

5 総会終了後2週間以内

6 活動状況等調査表 令和8年9月末日

7 令和８年度会員名簿 令和8年9月末日

8 会長表彰及び感謝状上申 令和9年1月中旬

9 地区家族会規則 制定、改正の都度

10 研修・防衛講話等の依頼 実施3か月以前

11 本会への「入会申込書」

５　別紙「令和８年度事業予定（案）」

４　各市町村地区家族会長が県家族会事務局に報告等する事項及び期限等

報告等事項 期限等

令和8年9月末日、令和9年3月末日

令和８年度地区家族会総会
結果報告
（令和７年度収支決算書含む。）

その都度

エ 連絡網の整備と個人情報保護法に基づく個人情報の管理  

〇 県家族会は、活動の円滑化を図るため、個人情報保護に留意しつ

つ、電子メール、ホームページ等を活用した連絡網の整備を行う。   

〇 個人情報保護規則及び個人情報保護マニュアルに基づき、個人情

報を適切に管理する。  

オ 県家族会関連規則の整備 

（２） 創立５０周年を節目とした施策と事業への協力  

    〇「公益社団法人自衛隊家族会５０年史」の作成に協力する。 

  

３ 会議等  

 （１）定期総会  

ア 時期：令和８年６月５日（金）  

イ 場所：ホテルレイクビュー水戸  

ウ 内容：・令和７年度事業報告・収支決算書等の承認等・役員 

改選・令和８年度事業計画・収支予算書の議事等          

（２） 理事会   

令和 9年 2月  
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別　紙

時　期 事　　業　　名 担任 場　所

６月５日 　茨城県自衛隊家族会総会 県・地区 水戸市

同上 　防衛講演会 県 水戸市

６月１６日 　自衛隊家族会総会 県 市ヶ谷

７月下旬 　茨城県隊友会総会 県 水戸市

９月上旬 　南関東地域協議会 県 神奈川県

２月中旬 　茨城県自衛隊家族会理事会 県・地区 水戸市

２月７日 　北方領土返還要求全国大会 県・地区 東京都

３月上旬 　令和7年度入隊・入校激励会 県 水戸市

通年 　隊員等に対する慰問・激励 県・地区 県内

通年 　協定に基づく家族支援協力 県・地区 県内

通年 　会員証の整備 （家族支援協力者を優先） 県・地区

通年 　地本が行う広報活動に協力 県・地区 県内

７～9月 　地本が行う募集活動に協力 県・地区 県内

10～12月 　地本のつなぎ広報に協力 県・地区 県内

通年 　各駐屯（基）地記念行事等 県・地区 主に県内

通年 　家族会の会員拡大（特に女性会員） 県・地区 県内

通年
　ホームページ等による
　　　会活動の会員・県民への紹介

県・地区 県内

通年 　メールアドレス等の連絡網の整備 県・地区 県内

通年 　おやばと拡販新ステップ作戦に協力 県・地区 県内

通年
　(公社）自衛隊家族会の
　　　　　　創立50年史への協力

県・地区

通年 　北方領土返還要求署名活動への協力 県・地区

令和８年度事業予定（案）
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　　　　　　　　　　　県会長（本部）からの情報発信

Ⅰ　（公社）自衛隊家族会に移行後の２大特徴について

　会員の皆様、いつも大変お世話になっております。本日は、平成29年1月
に旧「父兄会」から、現在の「公益社団法人 自衛隊家族会」へと名称および
体制が変更された背景と、その重要性について改めて説明させていただきま
す。
　この移行に伴い、私たちの組織は大きく2つの点で変わりました。
1つ目は、**「組織の一体化と運営方針の明確化」**です。 かつての父兄会
は、独立した各地区会の集合体であったため、それぞれが個別に方針や事業計
画を策定していました。しかし、現在の家族会は「全国で単一の組織」へと生
まれ変わりました。これにより、まずは全国本部から統一された基本方針や事
業計画が示され、各地区会はその指示内容を土台としつつ、地域の特性や状況
をしっかりと反映させた具体的な計画を作成・実行する体制へと移行しており
ます。
　2つ目は、**「会員資格の拡大」**です。 父兄会の当時は、会員は自衛官の
ご家族のみに限定されていました。しかし現在の家族会では、私たちの活動の
主旨に賛同し、ともに歩んでくださる方であれば、どなたでも入会できるよう
になりました。これに伴い、当時「賛助会員」として温かく支えてくださって
いた皆様も、現在はすべて「正会員」として、等しく組織を支える大切な一員
となっていただいております。
　全国が一つの大きな絆で結ばれ、より広く門戸を開いた現在の自衛隊家族会
として、今後とも自衛隊の活動を力強く支え、地域社会に貢献してまいりまし
ょう。皆様のご理解と一層のご協力をよろしくお願い申し上げます。
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家族支援協力（安否確認）  茨城地本のブース補助

Ⅱ　活動協力支援金（必要経費補助）支給（試行）のご案内

　家族会の会員の皆様、日頃より自衛隊の活動への温かいご協力、本当にあり
がとうございます。
　県自衛隊家族会では、日頃から主要事業の現場で汗を流してくださっている
会員の皆様を少しでもサポートしたく、活動の際に発生する必要経費（移動費
や通信費など）の一部を「活動協力支援金」として支給（試行）させていただ
くことになりました。
　詳細につきましては、以下をご確認ください。
１ 対象となる主な活動
　1.	家族支援への協力：実動訓練への参加など
　2.	募集活動への協力：茨城地本のイベントブース補助、募集対象者の情報
　　収集・提供など
２ 支給額
　　•	1回あたり 500円（または湯茶等）
　　•	※予算に限りがあるため、予算がなくなり次第、その年度の支給は終了
　　　となります。あらかじめご了承ください。
３　お受け取り方法
　　各地区協議会長を介してお渡しいたします。
　　自衛隊と家族を支える大切な活動です。皆様のご負担を少しでも軽減し、
　より活動しやすい環境を作っていきたいと考えております。
    手続き要領等は後日ホームページにてお示ししますがご質問がございまし
　たら、県家族会事務局までお気軽にお尋ねください。今後ともご協力のほ
  ど、よろしくお願いいたします。
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Ⅲ　本年度、勝田駐屯地の地元に
　　　　　　「ひたちなか市自衛隊家族会」が発足
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